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第 2 章以下は 2 部構成を取る。 
第 1 部の第 2 章、3 章、4 章はそれぞれ中央公論社、改造社、岩波書店に焦点を当てた分析が展
開する。 
第 2 章「雑誌『中央公論』と中国」では、「評論の公平」 を出版方針として強調し「デモクラシ
ーの思想をもって一世を率いた」と称される 『中央公論』がどのような中国認識を読者に提示した
のか、そして、当時の日本のデモクラシーの高まりがその中国認識においてどのような形で現われ















第 1 部がそれぞれのメディアに注目した 1920、30 年代の日本人、日本社会の対中国イメージ、



















第 7 章「まとめと展望」は、以上本論をなす第 2 章から第 6 章までの内容を各メディアの特徴と








































大学院社会文化科学研究科紀要 (45)、2018 年 3 月） 
2、「バートランド・ラッセルの紹介を通して見た『改造』の対中国認識」（岡山大学大学院社会文
化科学研究科紀要 (48)、2019 年 12 月） 
◎学会発表――3 回： 
1、《地方学会》第 64 回中国四国地区中国学会大会 2018 年 6 月 2 日 
テーマ「1920、30 年代における岩波書店の出版活動と中国」 
2、《国際研究フォーラム》第 1 回 浙江工商大－岡大青年研究者国際研究集会 2019 年 1 月 14 日 
テーマ「バートランド・ラッセルと中国・日本―ラッセルの紹介を通じて見出される日本の総合雑
誌『改造』の対中国観」 
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